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研究課題名  
セルフメディケーションに対する関心は、栄養ドリンク等の利用に影響を与

えるか？ 

研究成果の概要 

研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述すること。必要に応じて用紙を

追加してもよい。（先行する研究を引用する場合は、「阪大生のためのアカデミックライティング入

門」に従い、盗作剽窃にならないように引用部分を明示し文末に参考文献リストをつけること。） 

1. 研究の背景及び目的 

セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当て

すること」（WHO の定義）である [1]。セルフメディケーションの代表的な例として一般用医薬品の

使用が挙げられる [2]。しかし我々の周囲の大学生は軽度な身体の不調、例えば疲れた時には栄養ド

リンク剤や、最近ではエナジードリンクを利用する事も多いように思う。エナジードリンクは清涼飲

料水の一種であり、一般的に、カフェイン、砂糖、ビタミン、アミノ酸などを含む炭酸飲料である [3]。

近年、海外ではエナジードリンクの過剰摂取による健康への影響が注目されている [4-5] が、日本で

は急性カフェイン中毒に関する研究 [6] が報告されたばかりであり、エナジードリンクの飲用目的や

飲用による日常的な体調変化に関する調査は少ない。そこで、セルフメディケーションに対する関心

や実際の取り組み状況に加えて、エナジードリンクの使用経験や使用目的、使用後の体調変化につい

て、調査する事にした。 

 

2. 研究計画、研究方法及び研究経過 

先行研究を参考に、アンケートを作成した。研究課題を設定した当初は、栄養ドリンク剤に焦点を

当てる事を考えていたが、先行研究の調査の中で、大学生にとってより身近であると予想されたエナ

ジードリンクに着目する事にした。 

質問項目は、回答者の特性（性別、年齢、学年、専攻）、健康状態や生活習慣（睡眠時間、ストレ

スの有無、生活の規則正しさ、など）、エナジードリンクに関する項目（使用経験、使用頻度、使用

目的、使用後の体調の変化、など）、セルフメディケーションに対する関心や興味、及び一般用医薬

品、健康食品、サプリメント等の使用状況であり、全 29 問から構成される。アンケートの対象は大学

生とし、大学内で様々な学部・学年に対し広く回答を依頼・収集しやすいよう、Google フォームを用

いて web 上で回答できるアンケートを作成した。アンケート調査の実施に先立ち、大阪大学大学院薬

学研究科・薬学部臨床研究倫理審査委員会の承認を得た。アンケートの URL を LINE やチラシで知ら

せ、回答を依頼した。アンケートの解析には Microsoft Excel を使用した。 
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3. 結果 

3-1. アンケートの回収状況及び回答者特性 

2018 年 9 月 25 日から 2018 年 10 月 15 日の間に、119 人から回答を得た。一部の設問が無回答の回

答もあったが、全体的な集計には使用可能と判断し、全ての回答を解析対象とした（有効回答率

100%）。個々の設問が無回答である場合は、その設問のみ無効とした。表 1 に回答者の特性を示す。

なお、本研究成果報告書では紙面の都合上、エナジードリンクに関する結果を中心に報告する。 

 

表 1 回答者特性 

特性 人数 (%)  特性 人数 (%) 
性別   学年  

男性 60 (50.4) 1-3 回生 84 (70.6) 
女性 56 (47.1) 4-6 回生*2 35 (29.4) 
回答しない 3 (2.5)  専攻  

   人文系 10 (8.4) 
年齢*1、歳 21 [19 – 26]  理工系 29 (24.4) 
   医歯薬系 80 (67.2) 

*1 中央値 [範囲]、*2 修士 1、2 年を含む。     

 

3-2. エナジードリンクの使用経験、使用理由について 

エナジードリンクの使用経験は「現在、定期的に飲んでいる」（4 人, 3.4%）、「不定期だが、特定の

日（テスト前など）に飲む習慣がある」（43 人, 35.3%）、「過去に数回」（44 人, 37.0%）、および「全く

飲んだ事がない」（29 人, 24.4%）であった（図 1）。使用理由は「眠気覚まし」が最多であった（図 2）。

 

図 1 エナジードリンクの使用経験          図 2 エナジードリンクの使用理由 

 

「全く飲んだ事がない」と答えた 29 人を除く、90 人のエナジードリンクの使用頻度は、月 1 缶未

満が最も多く、63 人（70.0%）であった。もっとも頻度が高い人は、「毎日 1 缶」であった（図 3）。

 

図 3 エナジードリンクの使用頻度 
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エナジードリンクを使用した際に、何らか不快感や体調不良等の症状の経験の有無について、84 人

から回答があった（図 4）。「不快感や体調不良を感じたことはない」と他の選択肢を同時に選んでい

た 1 例を除き、83 人、のべ 96 件を有効回答とした。「不快感や体調不良を感じたことはない」と回答

したのは 59 人であった。一方、何らかの不快感や体調不良については 24 人からのべ 37 件の回答が

あり、「過剰な興奮や不安」「不眠などの睡眠障害」「頻脈」を各 9 人が経験していた（表 2）。 

さらに、エナジードリンクの使用経験別の、体調不良を感じた事がある人の割合を表 3 に示す。不

定期だが特定の日に飲む習慣がある人では、47.6%が体調不良を感じた事があると回答した。 

 

  表 2 感じたことのある不快感、体調不良 

項目 人数（人） 

過剰な興奮や不安 9 

不眠などの睡眠障害 9 

頻脈（普段より脈が増える） 9 

頭痛 3 

手足の震え 5 

その他 2 

のべ人数（回答数） 37 

図 4 エナジードリンクを使用した際の、 
不快感や体調不良等の症状の経験の有無 

 

表 3 エナジードリンクの使用経験別の体調不良を感じたことのある人の割合 

エナジードリンクの使用経験 体調不良を感じたことのある人の割合 

過去に数回 3/44 (6.8%) 
不定期だが、特定の日（テスト前など）に 
飲む習慣がある 

20/42 (47.6%) 

現在、定期的に飲んでいる 1/4 (25.0%) 

 

3-3. 一般用医薬品、栄養ドリンク剤等の使用目的について 

一般用医薬品、保健機能食品、サプリメント、健康食品、栄養ドリンク剤の使用頻度は、一般用医

薬品を除いた 4 種について、「全く使用しない」という回答が最多であった（保険機能食品：63.0%、

サプリメント：77.3%、健康食品：70.6%、栄養ドリンク剤：53.8%）。一般用医薬品では「月 1 回未満」

（39.5%）が最多であり、「全く使用しない」は 28.6%であった（図 5）。 

 

図 5 一般用医薬品、栄養ドリンク剤の使用頻度 
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4. 考察 

4-1. エナジードリンク使用後の体調不良について 

「不定期だが、特定の日（テスト前など）に飲む習慣がある」人が最も使用後の体調不良を感じた

ことのある割合が高い理由として、この人達は特定の日に普段摂取しない量のカフェインを急激に摂

取したことにより、カフェイン摂取による心拍数増加などの症状を強く感じた可能性があると考え

た。こういった症状を防ぐためには、各自が自分のカフェイン摂取量の適量を知り、過剰に摂取しな

いように気をつける必要がある。ただし、今回は少人数での検討であり、「現在、定期的に飲んでい

る」人は 4 人とごく少数であったため、より大規模な調査による検証が必要である。 

 

4-2. エナジードリンクの使用は、大学生にとってのセルフメディケーション？ 

エナジードリンクを使用する目的としては、「眠気覚まし」が最多であり、2 位は「疲労回復のた

め」であった。これらの回答は、「なんとなく」「味が気に入っているから」を上回った。さらに、

使用後の体調変化についても、活力（46.7%）、集中力（42.2%）、食後の眠気（37.8%）などは約 4 割

の人が良い変化を感じている（データは示していない）が、その一方で、26.9%が使用後の不快感や体

調不良を経験している。これらの結果は、大学生にとって、エナジードリンクが単なる嗜好品にとど

まらず、手軽に入手できる眠気覚まし、疲労回復の役割をもっている事を示唆するものである。「眠

気」「疲労」は軽度な身体の不調の一種であると考えられる。すなわち、エナジードリンクの使用は、

大学生にとってセルフメディケーションの一種と言えるのではないかと考えた。 

 

5. 結論 

本研究では、日本ではまだ報告の少ないエナジードリンクの使用状況について、一般用医薬品の使

用状況と共に報告した。75.6%がエナジードリンクを使用した事があり、一般用医薬品、栄養ドリンク

剤を使用した事がある人の割合より高かった。また使用目的は「眠気覚まし」「疲労回復」という回

答が多く得られた。この結果は、大学生がエナジードリンクを嗜好品というよりもむしろ、眠気覚ま

しや疲労回復という効果を期待して使用している事を示している。従って大学生にとって、エナジー

ドリンクの使用は身近なセルフメディケーションとなっている可能性がある。ただし、本研究は単一

大学での調査でありデータ数も少ない。結果の一般化のためにはより大規模な調査が必要である。 
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